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ブルーライトアップおおだてat 大館市立総合病院
　11月14日は「世界糖尿病デー」として、糖尿病の予防と治療に
対する啓発のために、地域のモニュメント等をシンボルカラーであ
る青にライトアップする取り組みが行われています。
　総合病院では昨年に引き続き、11月４日～11月14日の期間で、
大館ライオンズクラブによるライトアップが行われました。
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　第11病棟は高層棟の最上階に位置し
ており、診療科は呼吸器外科・呼吸器
内科・循環器内科の３科混合病棟で
す。今年度４月に病棟診療科が再編成
され、呼吸器内科の医師２名が加わっ
て新たな体制でスタートしています。
これにより呼吸器と循環器の診療科間
の連携が格段に向上しました。

　入院患者さんは高齢のかたが多く、
退院後の生活を考えた入院中の関わり
が重要になっています。入院患者さん
が安心して適切な治療を受け退院でき
るようスタッフのスキル向上を図ると
ともに、他部門・多職種との連携を強
化し医療チームが一丸となって取り組
んでいます。



総合病院

　総合病院を会場として新型コロナワ
クチン接種が行われました。ワクチン
接種は６月から12月まで行われる予定
で、９月時点までの接種件数は21,984
件となっており、１回あたりおよそ

2,200件となりました。
　この数は日々の外来患者数のおよそ
倍で、集団接種が円滑に行われるよう
に学生ボランティアにもご協力いただ
きました。

　10月７日から10月９日にかけてきりた
んぽまつりが開催され、総合病院では
「健康相談コーナー」を設置しました。

　ブースでは、看護師が血圧や血管年
齢の測定、研修医が健康相談を行いま
した。
　３日間あわせて65人のかたが訪れ、
高血圧や現在処方されている薬などの
ご相談をいただいたほか、会場内で傷
病者が出た際には救護対応も行いまし
た。
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●予防接種の実施状況を報告します

●きりたんぽまつり健康相談コーナー



総合病院

　DMATとは「災害急性期に活動できる機
動性を持ったトレーニングを受けた医療チー
ム」と定義されており、災害派遣医療チーム
(Disaster Medical Assistance Team)の頭
文字をとって略してDMAT(ディーマット)と呼
ばれています。

　医師、看護師、業務調整員(医師・看護師以
外の医療職及び事務職員)で構成され、大規
模災害時や多数傷病者が発生した事故などの
現場で、急性期(概ね48時間以内)に活動でき

る専門的な訓練を受けた医療チームです。本
部活動、広域医療搬送、病院支援、地域医療
搬送、現場活動などを主な活動とし、各現場で
連絡、調整、情報収集等のサポートや活動に関
わる通信、移動手段、医薬品、生活手段などを
確保するロジスティクス（物流管理のこと）も
行い、状況や場所に応じて活動します。

　今年7月、秋田県ではわずか半日で平年の7月
1か月分の雨量を上回る記録的な大雨となり、
秋田市では中心部を含む広い範囲が浸水被害
を受けました。総合病院DMAT隊は秋田市内の
病院で患者搬送、病院支援活動を行いました。

防災訓練の様子

７.14～７.15　秋田市で大雨被害発生
７.15　21:49　県より支援要請
７.16　05:50　出発（秋田市へ）
　　　 09:07　秋田市内で救急患者
          ～17:18　　　　の搬送等を行う
              17:40　出発（総合病院へ）
              20:00　解散・待機

秋田市大雨被害による活動記録

看護師奨学生を募集しています
　大館市立病院（総合病院、扇田病院）
では、令和６年１月31日（水）まで、令和６
年度看護師奨学生を募集しています。看
護師を養成する学校等に入学または在
学中で、卒業後に大館市立病院へ勤務す

る意思を有するかたが募集の対象とな
ります。
　詳しくは総合病院ホームページをご覧
いただくか、総合病院総務課までお問い合
わせください。

総合病院総務課 ☎0186－４２－５３７０（代表）

総合病院ホームページ　https://www.odate-hp.odate.akita.jp/

紹介します 「DMAT」



総合病院

工 事 に つ い て
　総合病院では、救急診療機能の強化のため、地域救命救急センター設置にむけた工事
を行っています。令和６年４月のセンター運用開始を目指し工事を進めており、本工事に
より処置室の拡張や診察室の増設を予定しています。

▲かつての救急車車庫を解体し、増築棟を建設しています。

▲既存棟の一部を解体した様子。
これから新たに内装を施工します。

臨時駐車場をご利用ください

・できるだけ公共交通機関等のご利用をお願いします。
・車で来院されるかたは①北側駐車場、②臨時駐車
　場、③大館労働福祉会館、④田町球場のご利用にご
　協力をお願いします。

※③、④の駐車場利用時間（平日）8:00～17:00
※③、④は貸館等により利用できない日もあります。
※③、④の駐車場内では看板等により駐車可能区画を
　示しておりますのでこの区画以外には駐車しないよ
　うご注意ください。

　工事のため東側駐車場の駐車スペースが狭く
なっています。特に午前中は東側及び西側駐車場
が混み合いますので、ご協力をお願いします。 N

駐
車
不
可

駐
車
不
可

来院されるかたは

騒音・振動のお詫び
工事に伴う騒音等でご迷惑をおかけしております。
ご来院のかたや、近隣にお住まいのかたはご理解いただきますよう
お願い申し上げます。

地域救命救急センター工事スケジュール
令和5年 令和6年
11月 12月 1月 2月 3月 4月

仮設棟解体

外構工事

工　程

増築棟建設

既存棟改修



理念  地域の皆様の「心の支えとなる病院」をめざします。

扇田病院

　毎年9月21日は世界アルツハイマーデーです。

1944年に国際アルツハイマー協会と世界保健機構

（WHO）が共同で制定し、日本国内でもこの日を中

心にアルツハイマー月間として、様々なPR活動が行

われています。

　扇田病院では、玄関ホールに認知症に対する知識

の普及啓発のためのパネル展示を行いました。

　期間中は足をとめるだけでなく、パンフレットを手

にとってくださるかたも多く、認知症に対する関心の高さがうかがえました。今後も、認知症に対する正し

い知識、ご本人やご家族のかたが必要とする情報をお届けできるよう、取り組んでまいります。

アルツハイマー月間

［取組事例］オレンジカフェを開催

扇田病院　外来診療のご案内

総合診療科

整 形 外 科
耳鼻咽喉科

眼　　　科

曜 日
科 名

月 火 水 木 金
備　   　考

休　診 休　診 休　診 休　診 休　診
休　診休　診 休　診 休　診

新患10：00　　再来10：30　 ※原則第1、第３土曜日

新患10：30
再来11：00

新患10：30
再来11：00

新患10：30
再来11：00

新患10：30
再来11：00

新患10：30
再来11：00

受付時間　8：30～下記の時間まで

（夕やけ） （夕やけ）

詳細は扇田病院ホームページ
または電話でご確認ください。

※10月から整形外科の診療曜日が変わりました。

午　後：急患のみ（現在通院中の患者
　　　　さんに限ります）
夕やけ診療（月・木）：16：30～18：00
（現在通院中の患者さんに限ります）

11：00

　『オレンジカフェ』は認知症のかたとその家族、専門職や地

域住民が集う場所として全国的に行われているものです。

　『オレンジ』は認知症サポーターのオレンジリングにちなん

でおり、「手助けします」という意味を持つともいわれ、オレン

ジ色は世界アルツハイマーデーのテーマカラーでもあります。

　扇田病院でも、看護師や社会福祉士、ケアマネジャーなどが

スタッフとなり、気軽にお話しできる場としてオレンジカフェを

開催しています。

　8月の開催時は、『認知症予防レクレーション』と題し、簡単な算数などのクイズ

を行いました。また、お茶やコーヒーを飲みながら、折り紙や塗り絵などを楽しむこ

ともできます。

　新型コロナの影響により、不定期開催となっておりますが、予約は不要ですので、

ぜひお気軽にお立ち寄りください。



予約のみ 予約のみ

休診

曜 日
科 名 月 火 水 木 金 備　　考

急患対応や手術などのため、休診や受付時間を変更する場合があります。

新患 8：30～　再来 7：30～受付開始時間

10：30 10：30 10：30

10：00 10：00 10：00

10：30

10：00

10：30

は予約が必要です。

科別受付終了時間

10：00

10：00

11：00

11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00

11：00

11：00 11：00 11：00

予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ

予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

10：00 10：00 10：00

9：30

11：00

9：30

11：00

9：30 9：30 9：30

10：00 10：00

10：00

10：30 10：30 10：30
10：30 10：30 10：30

10：0010：0010：00 10：00 10：00

10：00 10：00 10：00休診

9：30 9：309：30休診 休診

休診

甲状腺
外来

甲状腺
外来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

10：00 10：00 10：00 10：00 10：00新患
再来

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

休診

休診

10：0010：00 10：0010：00 10：0010：00 10：0010：00
9：309：309：309：30

新患は原則として紹介状と予約が必要です
※受け入れ制限があります。

新患は原則として紹介状と予約（前日16時まで、
月曜日の場合は金曜日）が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
専門外来は予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
新患、再来ともに予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
新患、再来ともに予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
再来も予約が必要です。

新患は紹介状持参で予約のかたを優先します。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
再来も予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
※認知症の相談は、認知症疾患医療センター
　（代表42-5370）にお電話ください。

新患の受付は10時までとなります。
新患は原則として紹介状が必要です。

新患および再来初診（妊婦含む）は予約が
必要です。

乳がん検診は２次精査のみとさせていただ
きます。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
※甲状腺外来の新患は、予約が必要です。
※神経内科は新患、再来とも予約（前日16時まで、
　月曜日の場合は金曜日）が必要です。

循環器内科

小　児　科

神経精神科

外　　　科

眼　　　科

皮　膚　科

脳神経外科

放 射 線 科

歯科口腔外科
矯正歯科

耳鼻咽喉科

整 形 外 科

泌 尿 器 科

呼吸器外科

産 婦 人 科

消化器・血液・
腫瘍内科

内分泌・代謝・
神経内科

　上記の表は11月中旬の情報をもとに作成していますが、診療体制の変更に伴い受付時間などが変更となる場合があります
のであらかじめご了承願います。また、変更があった場合は院内への掲示とホームページへ掲載いたします。

総合病院　外来診療のご案内
◎新患（初めて当院を受診されるかた）はできるだけ紹介状（医療機関から発行される診療情報提供書）の持参をお願いしています。
◎新患で紹介状を持参されない場合、初診時の保険外併用療養費として、1,650円を負担していただいていますのでご了承願います。
◎新患の予約およびお問い合わせは、患者サポートセンター（代表電話 42-5370　月～金 8：30～17：15）までご相談ください。

呼吸器内科

総合病院

予約のみ 予約のみ



看護専門外来看護専門外来看護専門外来紹介します

　看護部では2018年から「看護専門外来」
を開設し、がん患者さんとご家族のサポート
を行っています。メンバーは、「緩和ケア認
定看護師」「がん化学療法看護認定看護師」
「がん放射線療法看護認定看護師」の資格を
持った6名です。がん看護の専門的な知識や
技術を駆使し、患者さんの思いや不安に寄り
添い、患者さんと一緒に考え、患者さんの意
志決定を支援しています。
　看護専門外来で関わった患者さんからは、

「医師から説明を聞いたときは頭が真っ白に
なって何も考えられなかったが、何回も話を
していくうちに考えが整理できた」「治療に
ついて一緒に考えてもらい、自分がどうした
いか、向き合って考えることができるように
なった」などの声をいただいています。治療
の選択の迷いや生活への不安など、看護専門
外来へ相談を希望されるかたは、かかりつけ
の診療科へお声がけください。

　『学び直し』という言葉が様々なとこ

ろで取り上げられ目にする機会が増えて

います。仕事の環境や時代の変化にあわ

せて新しい専門知識やスキルを学ぶとい

うことで、リカレント教育やリスキリン

グとも呼ばれています。現状に満足する

ことなく知識やスキルを時代にあわせて

アップデートしていく、どのような職種

でも大事なことだと思います。私も自分

の専門分野（呼吸器）のアップデートだ

けでなく他の分野や違う職種の領域を学

ぶことで診療の幅を広げ深められるよう

にしたいと考え、少し前に講習会で参加

した体外式人工心肺に関係する救急・循

環器領域を学び直しているところです。

慣れない分野の勉強は思ったように理解

が進まず大変ですが、よりよい医療を提

供できるよう学び直しを活用していきた

いと思っています。

（広報誌編集委員長　小　野　貴 史）

活
動
内
容

▶医師の説明に同席　▶薬や注射、放射線などの治療に関する相談

▶セカンドオピニオンについて相談　▶身体的、精神的なつらさについて相談

▶在宅療養に関する相談　▶就業や医療費に関する相談

編集
後記
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